
シカ密度分布図
鳥取森林管理署

・管内の状況（推計生息数、生息密度、被害状況、捕獲状況等）
鳥取県のシカ生息数：令和４年度 49；344頭（中央値）
生息密度：県東部90％、中西部10％となっており、中西部への拡

大が認められる。

・被害状況
生息密度が高い県東部（特に千代川以東）に集中している。

シカ増加の影響で下草の食害が増え、それに伴い林道への落石も
増えている。

シカとは別に、小動物（イタチやアライグマ等）も増え農作物への食
害も増えている。

・取組状況

鳥取県では近年、シカ食害に対する耐性が比較的高いカラマツの
植栽が増加している。

・成果
若桜町協議会等と連携して「ついで見回り・通報」を開始。

生息の拡大が懸念される大山周辺については、目撃情報やセン
サーカメラによる調査結果を中国四国地方環境事務所と共有してい
る。

管内の状況（R6年6月時点）

若桜町

八頭町
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協定

協議会

捕獲頭数

捕獲実績協定の主な内容更新期間
更新の
有無

協定期間
開始
年度

締結時期協定相手方

有
捕獲場所の提供、ワナ等貸出、
林道ゲートの鍵の貸与

R8年度まで
自動更新有

R4.4.1～
R5.3.31（最長
R9.3.31）

H29R4.3.8若桜町鳥獣害対策協議会

有
捕獲場所の提供、ワナ等貸出、
林道ゲートの鍵の貸与

R7年度まで
自動更新有

R3.7.19～
R4.3.31(最長
R8.3.31）

R1R3.7.19八頭町鳥獣被害対策協議会

協議会等の主
催者（中心）

主な構成機関参画協議会等の名称

八頭町八頭町、農事実行組合、鳥取いなば農業共同組合、八頭町猟友会八頭町鳥獣被害対策協議会

若桜町
若桜町、鳥取いなば農業協同組合、鳥取県農業共済組合東部支所、若桜町猟友会、
八頭中央森林組合若桜事業所、地域代表、農業委員会、食肉処理業者、鳥取森林
管理署

若桜町鳥獣害対策協議会

委託事業 R5R4R3R2

----目標（捕獲頭数）－

協定 R5R4R3R2R1目標頭数
24735525530 八頭町協議会
386278---若桜町協議会

R5R4R3R2R1H30H29H28

職員実行

委託事業
6633135255300 01わな貸出

その他
663313525530001計（イノシシ）
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H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
職員実行 委託事業

わな貸出 その他その他

・R4年度 若桜町協議会、林道事業者と「ついで見回り」の取組を開始
「ついで見回り」による捕獲実績R4年度55頭、R5年度30頭

MEMO
・ついで見回りの継続実施

・大山周辺について、目撃
情報の共有など環境事務
所との連携。
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八頭町協定 若桜町協定

大山周辺の
センサーカメラ設置箇所
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第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）

第13次事業計画 (tottori.lg.jp) 第二種特定計画(tottori.lg.jp) 指定管理鳥獣捕獲等事業 (tottori.lg.jp)
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第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）

第13次事業計画 (tottori.lg.jp) 第二種特定計画(tottori.lg.jp) 指定管理鳥獣捕獲等事業 (tottori.lg.jp)
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指定管理鳥獣捕獲等事業
鳥取県では、県境域の奥山での捕獲を広域で実施。
R4年度には、大山鳥獣保護区の一部を追加。

第13次事業計画 (tottori.lg.jp) 第二種特定計画(tottori.lg.jp) 指定管理鳥獣捕獲等事業 (tottori.lg.jp)

MEMO
県境域で広域に取り組んでいるため、
国有林内の捕獲実績を把握することは
難しい。

令和4年度には、大山鳥獣保護区の一
部が追加された
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令和4年度に環境省中国四国環境事務所が以下の事業を実施（報告書は計画課保管）
・捕獲結果はイノシシのみ４頭だった。
・本事業ではヘイキューブなどの餌による誘引が難しかった。
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